
庁議（令和７年３月２５日）結果について 

 

１ 開 催 日 令和７年３月２５日（火） 

２ 場  所 庁議室 

３ 出 席 者 市長、今井副市長、津田副市長、教育長 

企画政策部長、総務部長 

４ 説 明 者 産業振興部長、都市整備部長、社会教育部長 

５ 事 務 局 秘書課長、広報課長、財政課長、行政総務課長 

       企画政策課長、政策担当長、企画政策課主査 

６ 付議事項  

（１）平塚市産業振興ビジョンの策定及びパブリックコメント手続の実施結果について 

概要 現行の平塚市産業振興計画の計画期間が令和６年度末を以て終了す

ることから、「平塚市産業振興ビジョン」を策定するもの。 
なお、「平塚市産業振興ビジョン（素案）」について、パブリックコ

メント手続を令和６年１２月６日から令和７年１月６日まで実施した

ところ、提出された意見はなかった。 
結果 審議の結果承認された。 

 

（２）平塚駅周辺地区将来構想の策定及びパブリックコメント手続の実施結果について 

概要 平塚駅周辺地区将来構想は、社会情勢などの変化を捉え、平塚駅周

辺地区の概ね２０年後の将来像（将来のあるべき姿）を示し、まちづ

くりの基本的な考え方や方向性、実現手法などをまとめたもので、市

と市民や事業者が共有し、持続可能なまちづくりを実現するために策

定する。 
この度、平塚駅周辺地区将来構想（素案）について、パブリックコ

メント手続きを令和６年１１月１５日から１２月１６日まで実施し、

いただいたご意見と市の考えの取りまとめを行い、平塚駅周辺地区将

来構想（案）を作成した。 
なお、パブリックコメント手続での提出意見数 ５０件（個人・１５

人から） 
結果 審議の結果承認された。 

 

（３）平塚市営住宅ストック総合活用計画（第３期）兼平塚市営住宅等長寿命化計画 

（中間見直し）の改訂及びパブリックコメント手続きの実施結果について 

概要 市営住宅ストックの有効活用を図り、真の住宅困窮者に的確に市営

住宅を供給するため、「平塚市営住宅ストック総合活用計画（第３期）

兼平塚市営住宅等長寿命化計画」を令和元年から令和１０年の期間で

策定した。 
現計画の中間年を迎えるため、基礎的なデータの時点修正、社会情

勢などの変化を考慮した龍城ケ丘住宅の事業手法の検討、入居者の高

齢化や駐車場の有効活用など計画後期の取組方針を整理した同計画

（中間見直し）の案を作成した。 
この計画の案について、パブリックコメント手続きを令和６年１１

月１日から１２月２日まで実施し、提出された御意見は事業・取組を

推進する上で参考とし、同計画（中間見直し）（改訂版）を作成した。 
なお、意見提出者数及び提出意見数は、個人から１人、１件になる。 

結果 審議の結果承認された。 



 

  

（４）平塚市中央図書館改修事業に係る基本協定書の締結について 

概要 平塚市公共施設等個別施設計画に基づく中央図書館の改修は、技術

提案・交渉方式の「設計交渉・施工タイプ」を採用している。令和６

年９月に公募型プロポーザルによる事業者募集の公告を行ったとこ

ろ、応募者は１者であった。 
募集要項における参加資格（構成要件、共通要件、資格要件等）を

確認し、令和７年２月１８日に開催した公募型プロポーザル審査委員

会において、技術審査とプレゼンテーション審査、提案価格審査を行

い、「匠建設・相和技術研究所共同企業体」を優先交渉権者として選定

した。 
今後、基本協定書の締結を経て、設計業務委託契約の締結、設計業

務を進める中で工事請負契約を締結する予定である。 
結果 審議の結果承認された。 

  

７ 報告事項 

（１）湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーン整備・管理運営事業における公園の愛称とロゴの決 

定について 

概要 令和７年１０月のオープンを予定している本公園について、市民に

親しんでいただく公園になるように、その愛称を公募し、市民投票に

よって決定することとしていた。その市民投票の結果等を受けて、本

公園の愛称を「HIRATSUKA SEA TERRACE」と決定する。 
また、本公園を効果的にＰＲする有効なツールとして、愛称をモチ

ーフにした公園愛称ロゴを作成することとしており、このたびロゴが

完成したことから、本公園の愛称ロゴとして決定するものである。 
なお、公園愛称とロゴの公表は、商標出願後に行う。 

 

（２）平塚市総合公園老朽化対策等の基本的な方針について 

概要 平塚市総合公園は、子育て世代や高齢者、各種スポーツ利用者を始

め、多方面から高い評価を得ている。広大な敷地の中に、充実したス

ポーツ施設、多様性に富んだ施設がある公園は、本市の大きな魅力の

一つとなっている。 
しかしながら、開設から約４０年が経過しており、各施設の老朽化

が進み、利用者の安心安全の確保が求められている。また、公共施設

として、バリアフリー化や地球温暖化に対応した環境性能の向上など、

時代の変化への対応が求められている。 
この総合公園を本市の魅力として常に最適な状態を保つように維持

管理するための中長期的な考えを定める。 
 

（３）平塚市美術館の博物館登録について 

概要 令和５年４月１日、 博物館法が改正され、既存の登録博物館も令和

１０年３月３１日までに再度登録手続きを要することとなった。 
当館は、令和６年６月から県と事前相談等手続きを開始し、令和７

年１月２３日に正式申請、２月４日の現地実地調査等を経て、２月２

８日に登録審査完了した。 
 

以 上 


